
「立教大学における学習支援を考える」
日　時：2011年2月18日（金）14時00分～ 16時00分

場　所：立教大学池袋キャンパス　太刀川記念館２階 第１応接室

 司　会：
 藤原　新 本学経済学部准教授
   全学共通カリキュラム運営センター副部長

 参加者：
 伊藤　洋介 学生部学生生活課
 柏原　成人 教務部教務事務センター　
 小圷　守 図書館利用支援課　
 根岸　千佳 メディアセンター
 田村　未央子 新座キャンパス事務部教務課

特集　座談会

　それでは始めたいと思います。
本日のテーマは「立教大学における学
習支援を考える」です。学生への学習
支援は教員だけの問題ではありません。
職員の方にもきちんと支えていただき
ながら学生は勉強をしているわけで、
今日はご出席の皆さんに、どのような
授業支援の取り組みを各部署で行って
いるのか、また、それにはどのような
難しさや悩みがあるのか、一方でどの
ような喜びがあるのかを、自由にお話
しいただきたいと考えています。職員
の方々の間でも、他部署ではこのよう
なことをやっているんだとか、同じ悩
みを持っているんだとか、こういう点
は改善できるんだということについて、
幅広く情報交換していただきたいと思
っています。今回は、各部局の代表と
して公式の見解を述べていただくとい
うことではなく、一人の職員として、
身のまわりのこと、あるいは個人的な
体験談でも結構ですので、ざっくばら
んにお話しいただければと思っており
ます。

　それでは、
最初に自己
紹介を兼ね
て、それぞ
れの学習支
援の取り組
みを簡単に
ご紹介いた
だきたいと
思います。
まず、図書
館の小圷さ
んからお願
いします。

学習支援への取り組み－各部署における事例－

　図書館利用支援課の小圷です。
よろしくお願いします。
　図書館における学習支援という点で
は、主に３つのプログラムがあります。
　１つは、授業内情報検索講習会で、
先生方の授業に出向いて、図書館での
図書や雑誌の探し方から、データベー
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スの使い方までを含めて、90分間、コ
ンピュータ教室での実習を含めた形で
運営しているプログラムです。本年度
は122回、延べ4,500名の参加がありまし
た。また、図書館の自主講座として、
授業内情報検索講習会の内容に加え、
レポート・論文を作成する際の注意点、
著作権法を守った上での引用などの著
作権理解まで、実習も含めて３回に分
けて行っている図書館活用講座があり
ます。
　さらに、個別相談にのって欲しいと
いう学生に対して、ラーニングアドバ
イザー制度を設けています。これは、
池袋キャンパスの図書館本館と新座キ
ャンパスの新座図書館で、平日の午後
に、大学院生を指導役としてレポート
や論文作成の支援を行うというもので
す。授業内情報検索講習会、図書館活
用講座、そしてラーニングアドバイザ
ーの３つのプログラムにより、学生の
情報リテラシーの獲得支援をめざして
います。
　その他、現在、図書館ではメディア
センターの協力で約200台のノートブッ
クパソコンの貸出を行っています。そ
ういった意味において、３つのプログ
ラムによる情報リテラシー獲得といっ
たソフト面、パソコンやプリンタの提
供と学習スペースの提供といったハー
ド面の両方で、図書館の学習支援は成
り立っています。

　ありがとうございました。活
用講座は昨年何名程度の参加者があり
ましたでしょうか。

　池袋キャンパスについて言え
ば200人弱です。

　そうすると、検索講習会に来
た学生の５％ぐらいになりますね。

　そうですね。
　分かりました。質問はまたあ

とで時間を取りたいと思います。次は
教務事務センターの柏原さん、お願い

します。
　教務事務センターの柏原です。

３つほど紹介したいと思います。
　まずは、４月のオリエンテーション
期間中に実施している、新入生を対象
とした「先輩による履修要項読み方指

ナ

南
ビ

（以下、履修ナビ）」です。このプロ
グラムでは、履修登録の方法や時間割
の組み方などに疑問や不安を抱いてい
る新入生が、身近な存在である上級生
（主に２年生）に直接相談できるように
なっています。授業を受ける前の段階
でつまづいてしまう新入生をできるだ
け減らそう、というのが目的ですが、
新入生からの評価も高く、約40％の学
生がこのプログラムに参加し、そのう
ち約80％の学生が「満足した」という
アンケート結果が出ています。
　２つ目は、先ほど紹介した履修ナビ
と同時期に実施している、新入生を対
象とした「教員による履修相談」です。
このプログラムでは、履修登録の方法
といったテクニカルなことではなく、
学習上の疑問や不安を抱いている新入
生が、教員に直接相談できるようにな
っています。履修ナビと比べると新入
生の参加率は高くありませんが、教員
と１対１で話せますので、参加した学
生の理解度や満足度は非常に高くなっ
ています。
　３つ目は、学習上の指導や助言を目
的に実施している「アカデミックアド
バイザー制度」と「オフィスアワー制度」
です。どちらも学生の履修相談や学習
上の相談に教員が応える制度ですが、
アカデミックアドバイザーが実施して
いる低単位取得者面談などを見てみる
と、学部によって規模が違うため、面
談に至った率が高い学部もあれば、な
かなか面談に結び付かない学部もある
ようです。以上です。

　ありがとうございました。そ
れでは、学生部の伊藤さん。
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オリエンテーション
＆

コミットメント

学内での学習

学外での実践学内での実践

①

②

③ ④

　学生部学生生活課の伊藤です。
　学生部では直接的な学習支援は行っ
ていませんが、今回は広義の学習支援
を「学生の成長発達支援」ととらえ、
学生部が行っていることを説明させて
いただきます。
　今まで学生部は「他者との関わりの
中で自分を見つめ、自分の生き方を考
える」というテーマを持って、正課授
業や正課外教育プログラムを行ってき
ました。2009年３月の「正課外教育」
検討グループ答申では、「学習において、
座学による理論や知識を習得する「キ
ャンパス・エデュケーション」と実際
の現場で学ぶ「フィールド・エデュケ
ーション」の双方の往還運動が重要で
ある」と述べられており、学生部の正
課授業や正課外教育プログラムについ
てもこれにならって分類することは可
能です。しかし、近年注目されている
初年次教育やピア・サポートなどの観
点を加えるならば、従来とは異なる分
け方ができると私は考えています（下
図参照）。
学生部実施の正課授業・正課外教育プログラムの分類

　１つ目は「学生が大学生活を過ごす
うえで必要な情報や知識を身につける、
本学に適応する」をねらいとしたカテ
ゴリ①「オリエンテーション＆コミッ
トメント」です。このカテゴリに該当
するのは、１年生が参加者として参加
する「新入生キャンプin清里」や「新入

生１DAYプログラム」、１年次生必修の
ガイダンス「キャンパスライフオリエ
ンテーション」などです。
　２つ目は「実践に必要な態度や能力
を身につける、体験したことを振り返
り内面化する」をねらいとしたカテゴ
リ②「学内での学習」です。このカテ
ゴリに該当するのは、学生部提案授業
の全カリ総合Ｂ群科目「自己理解・他
者理解」「対人コミュニケーション」や、
正課外教育プログラム「クリエイティ
ブ・コミュニケーション」などです。
　３つ目は「学生等を支援する側とし
て参加する」をねらいとしたカテゴリ
③「学内での実践」、つまりピア・サポ
ートのことです。このカテゴリに該当
するのは、学生アドバイザーとして参
加する「新入生キャンプin清里」や「新
入生１DAYプログラム」などです。
　４つ目は「学外に出てさまざまな他
者と出会う、学外に出て他者を支援す
る側として参加する」をねらいとした
カテゴリ④「学外での実践」、つまり「フ
ィールド・エデュケーション」のこと
です。このカテゴリに該当するのは、「林
業体験」「農業体験」「八ヶ岳環境ボラ
ンティアキャンプ」のように「立教キ
ャンプ」と総称されるプログラムです
（「農業体験」「八ヶ岳環境ボランティア
キャンプ」はボランティアセンターと
共催）。
　これら４つのカテゴリの関連性につ
いてですが、まず①は主に１年次生を
対象としています。その後、②～④に
参加していくことになりますが、これ
らは学年によらず、自分に必要なもの
にいつでも参加できるようになってい
ます。学年進行に沿って授業やプログ
ラムを配置するのが一般的なのだと思
いますが、学生部のテーマ「他者との
関わりの中で自分を見つめ、自分の生
き方を考える」を達成しようとするな
らば、②～④は単一の学年ではなく、
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様々な学年の学生たちが集まることに
よってさらに効果が上がると考えてい
ます。
　また、②～④に参加する順番につい
ても、②に参加して得た知識や能力を
③または④に参加して活かすという順
番が望ましいようにも思えます。もち
ろんこれもひとつのやり方ですが、ま
ず③・④のプログラムに参加し、そこ
で体験したことを内面化するために②
に参加するという逆の順番もあってよ
いはずです。要するに、一人ひとりの
関心や学びのスタイルに応じて知識の
修得から入るもよし、体験から入るも
よしということです。
　このように学生部が行っている授業
やプログラムは①の後、②～④を循環
していくことで、参加した学生の一つ
ひとつの体験や学びが深まっていく構
造になっていると考えています。

　ありがとうございました。で
は、メディアセンターの根岸さん。

　メディアセンターの根岸です。
よろしくお願いします。
　メディアセンターが学生に対して行
っている学習支援は、大きく分けると
２つになります。
　まずはICTを使用した教育学習の支
援。もう一つは、基本的なICT技術を身
につけて卒業してもらうことを目的と
したICT活用教育の支援です。
　その２つを実現するためにメディア
センターが行っている取り組みが、大
きく分けて４つあります。１つ目は基
盤の整備として、パソコン教室や、授
業を行う教室のマルチメディア設備の
整備を行っています。またネットワー
ク基盤ということで、インターネット
や学内LAN（有線LAN、無線LAN）環
境を整備しています。さらに学生向けに
ノートパソコンやマルチメディア機器
の貸出しを行っています。
　２つ目には、自学自習環境の整備を

し て い ま
す。基本的
な技術を身
につけさせ
るためのIT
スキルアッ
プ講習会の
開催や授業
で使われて
いない時間
にパソコン
教室を自習
室として提
供していま
す。ラーニングスペースを提供して学
生が授業の影響を受けずにパソコンを
使って学習ができるような環境も整備
しています。あとはeラーニング教材も
提供し、学内だけではなく、自宅から
でも勉強ができるような環境を整備し
ています。
　３つ目は、授業支援環境の整備とし
て、授業支援システムCHORUS（コー
ラス）の提供と、先生が授業で配布し
た資料やレジュメをインターネット上、
もしくはイントラネットにアップして、
学生に公開することができるサイバー
ラーニングの提供をしています。
　最後にキャンパスライフ支援として
電子メールやWEB、グループウエアな
どの環境を整備しています。

　では、最後になりましたが、
新座キャンパス事務部の田村さんお願
いします。

　新座キャンパス事務部教務課
の田村です。
　新座キャンパス事務部教務課でも、
池袋の教務事務センターと同じ取り組
みをしています。履修ナビや履修相談、
アカデミックアドバイザー制度、オフ
ィスアワー制度、低単位取得者面談な
どを、学部の先生方と協力してやって
います。

9

102-0893_P06-25.indd   9102-0893_P06-25.indd   9 11.5.14   1:23:57 PM11.5.14   1:23:57 PM



　新座の特徴ということでお話をする
と、池袋と事務組織に違いがあり、新
座キャンパス事務部の中に教務課と学
生課があるので、例えば学習支援で何
か関わりのあった学生が、学習という
枠以外のところでも問題を持っていた
ことが判明した時などに教務課・学生
課が連携して学生を支援していくこと
が可能です。新座はコンパクトである
分、そういう体制をとることができる、
そこが特徴かなと思っています。
　あとは、この４月に新しく教室棟が
建ちますが、新棟建設やそれに伴う既
存施設改修の計画にあたっては、新座
事務部だけでなく、※ブランチ部局も
含めたキャンパス全体のゾーニング整
備を考えました。例えば、来年度後期
には教務課と学校・社会教育講座事務
室が同じ窓口に並んで配置されるなど、
ある程度のワンストップサービスを目
指しています。各部署が物理的に近距
離にあることがメリットとなって、計
画もかなり細かいところまで実際の担
当者が関わり、みんなでつくりあげて
いくという土壌があるので、それが学
生支援や学習支援というところにもつ
ながっています。池袋と比較してそう
いった特徴があると言えるのではない
かなと思います。

　具体的に何かありますか。
　今後取り組むものとして、学

習支援スペースの設置があります。新
棟を建てるにあたり、既存の教室棟の
中に入っている事務部局を無くし教室
棟は教室棟として使うとか、そのよう
なゾーニング整備、再配置を考えてい
ます。その一環として、現在パソコン
教室がある６号館の２階を学習支援ス
ペースという位置づけにするというこ
とが決まりました。学生数もこの５年
で倍ぐらいになりましたので、図書館
の座席数も足りなくなり、６号館の１
階の図書館を拡張して２階にも図書館

のスペースを増やしますが、図書館拡
張スペース以外の空きスペースもあわ
せてフロア全体を新しいスタイルの学
習支援スペースとして考えていったら
いいんじゃないかということになり、
検討委員会を発足したところです。
　新座では、例えば事務部会にもブラ
ンチ部局の方にも出席していただき、
日ごろから意見交換ができるような環
境がありま
すので、従
来の枠にと
らわれず、
池袋を見本
にして何か
をするので
はなくて、
新座ならで
はのものを
作っていき
たいと考え
ています。

「学生による学生の支援」と職員の関わり

　ありがとうございます。お話
を聞いていて、どこの部局もいろいろ
なことを一所懸命やっていただいてい
ているなあと感じます。これまで知ら
なかったこともいくつかあって、勉強
になります。
　みなさんのお話の中に共通してたく
さん出てきたことですが、例えば教務
の履修ナビや、図書館のラーニングア
ドバイザー、それから、あとは学生部
のキャンプのところでいろいろな学年
の学生に手伝ってもらっているという
ことですね。
　学生アドバイザーもそうですね。メ
ディアセンターもアルバイト学生が活
躍していますよね。そういう話を伺っ
ていると、どうも一つのキーワードは、
学生が学生を支援する。それを教員、

※ブランチ部局：池袋に本部をもつ事務部局のこと。
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職員がどのように組織したり支援した
りするか。いわゆる学生のピア・サポ
ート、これが一つのキーワードなのか
なと思っています。
　図書館のラーニングアドバイザーは
どのぐらいのニーズがあるのでしょう
か。また実際に担当している大学院生
や利用した学生の評価はどうですか。

　ニーズについては決して高い
とは言えないですね。というのは、な
かなか来客者が来ないような状況があ
るからです。例えば１日ゼロという日
もあります。解決策として、例えば広
報の改善などいろいろやっているので
すが、あとは先生方にも学生に呼び掛
けていただくようお願いしてきました。
開始して３年ほどたちましたが、残念
ながら大きく数字は伸びてこないのが
現状です。
　なぜ伸びてこないかというと、極端
な言い方をすれば、これは必要がない
からなんです。なぜかといったら、例
えばレポートや論文について、授業の
中で求められるものがそこまでシビア
になっていないということが原因では
ないかと考えています。学生のレポー
トを受け取った時に、いつもがっかり
する先生方が多いと聞いています。た
だし、それはいつも学期末試験の際に
提出してもらっているもので、こんな
レベルなのかと思ってがっかりするけ
れども、次に指導する機会はない。ま
た履修者数が多い授業の中で、全員の
レポートに赤を入れて返すことが実際
可能なのかというと、それもできない
というようなところで日々が過ぎてし
まっている。また、学生のほうもこの
程度でいいんだというところに慣れて
しまっていて、４年間それが進行して、
例えば、レポートの体裁や著作権の理
解という基本的事項についての内容を
十分に理解せずとも、単位の取得がで
きてしまうというところで、ニーズが

生まれていないのかなと思っています。
　アメリカの大学では、ライティング
センターといった組織で学生による学
生のレポート・論文作成支援が盛んに
行われており、予約を取るのが大変な
ようです。つまり、その授業の中で、
レポートや論文作成において、高いレ
ベルの要求が教員からあり、その要求
を満たすためにはライティングセンタ
ーの助けが必要であるわけです。しか
し残念ながら、立教大学を含め、多く
の似たようなサービスを開始している
大学では、必ずしも機能していない。
日本でも、ICUは図書館資料の貸出数が
極めて多く、それらを用いたレポート
作成が頻繁に行われている好例と聞い
ています。なぜそれができるのかと言
ったら、１つの授業の履修者が10人程
度ですから、先生方が十分フォローで
きる体制があるということで、うらや
ましく思います。立教は１クラス10名
というわけにいきませんから、あとは
T.A.の活用が考えられるのではないか
と思います。

　そうですね。アメリカなどで
は、T.A.の活用ができているから、そ
ういう授業形態がうまくいくのだと思
います。
　柏原さんから紹介のあった履修ナビ
について、先ほど参加した学生は満足
度が非常に高いというのを伺いました
が、この学習支援ということで考える
と、提供している側の学生の成長です
ね。それによって上級生が成長すると
いうねらいも一つあると思うんですけ
れども、いかがでしょうか。

　「先輩による履修要項読み方指
ナ

南
ビ

」というタイトルのとおり、上級生
は新入生からの質問に対して履修要項
を示しながら回答する、一緒に確認す
ることになっているので、協力してく
れる上級生に対しては事前にガイダン
スを実施しています。ただ、その内容は、

11
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昨年度からの制度の変更点、自分たち
の時とは違うので注意して下さいとか、
こういった質問を受けた際には履修要
項の何ページで確認してあげてくださ
い、といったもので、協力してくれる
上級生自身が何か成長できるような要
素が果たしてどこまであるのか、実は
私自身も疑問に感じているところでは
あります。言い方は悪いですけれども、
大学からこれをやってねと言われたこ
とだけをやる。上級生自身の裁量の余
地がない。彼ら自身が何か困って、苦
労して解決
策を導き出
して、とい
うようなプ
ロセスがな
いので、あ
まり彼ら自
身が成長で
きる場では
ないのかな
と、私自身
は思ってい
ます。

　間違ったことを教えてもらっ
ては困るというのもありますからね。

　正しい情報をしっかりと伝え
る、ということも大切なことだとは思
うんですけれども。

　田村さん、何か補足すること
はありますか。

　スタッフとなった上級生はと
ても一所懸命やってくれるんですよね。
事前研修の時もきちんと話を聞いて、
質問も多いですし、やるからには、と
いう責任感みたいなものはすごく感じ
ます。ただ、ナビ自体は１日か２日の
単発で終わってしまうプログラムです。
例えば関西の私大では、半年とか１年
の単位で上級生が新入生に大学での学
習の仕方を教えたりする、ピア・サポ
ート制度のようなこともやっています

が、そのような形で、もっと長期的な
活動になれば、もっと上級生の側の成
長というのもねらいにできるのかもし
れません。

　単発で終わってしまって、な
かなか制度としてつながっていかない
というのは、どこに原因があるのでし
ょうか。

　やはり職員側の余力が足りな
いというのはあるかもしれません。学
生部がやっている「新入生キャンプin清
里」などもそうだと思いますが、上級
生にスタッフになってもらってプログ
ラムを実施するためには、やっぱりそ
れ以上の労力をかけて育てなければい
けなくて、それにかける余力はなかな
かないですね。自主的に学生の活動と
して育っていったら一番いいんでしょ
うけど、なかなかうまくいきません。

　学生を育てるには相当のエネ
ルギーがいりますよね。仕掛ける側の
余力というものも大事ですよね。
　今ちょっと学生の話が出ましたが、
特にキャンプの中には少人数でやって
いるものがありますよね。少数ではあ
っても参加した学生が育つという点も
もちろん大事ですが、その学生がコア
になり、あるいはある意味でリーダー
になって、周りの学生に波及していく
ことも狙いの一つだと思うのですが。

　「新入生キャンプin清里」や「新
入生１DAYプログラム」で学生アドバ
イザーを務めた学生については、前者
は半年、後者は１ヶ月半をかけてコミ
ュニケーションやグループ・ファシリ
テーションの能力を身につける研修を
行っていますので、プログラムが終わ
った後にゼミやクラブ・サークルなど
でリーダーになってもらいたいと期待
しています。
　ちなみに2010年度「新入生キャンプin
清里」で学生アドバイザーを務めた学
生たちが学生アドバイザー体験を通し

12
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て、どのような変化が見られたかを調
査したことがあるので簡単にご紹介し
ます。
　学生アドバイザー 20名に対し、事前
研修スタート時と「新入生キャンプin清
里」後で各自の自尊感情がどのように
推移したかを調査したところ、全体の
平均値では事前研修スタート時よりも
「新入生キャンプin清里」後の方が５ポ
イント程度上がっていました。また、
人数でみても20名中16名がポイントを
向上させていました。また、自身の変
化について本人がどう思うかコメント
してもらったのですが、そこからは自
己受容を深めた、自己有能感を高めた、
他者への共感性を深めたといった様子
をうかがい知ることができました。
　次にいわゆる「立教キャンプ」につ
いて述べます。現在「立教キャンプ」は、
先に挙げた「林業体験」「農業体験」「八
ヶ岳環境ボランティアキャンプ」の他
に、チャペル主催の「奥中山ワークキ
ャンプ」「日韓キャンプ」、ボランティ
アセンター主催の「ボランティアトレ
ーニングin榛名」が行われています。
　昨年度は立教学院創設135周年記念行
事のひとつとして、「立教キャンプ」に
参加した学生10名に集まってもらい、
彼らの体験談をまとめた『un paso』と
いう冊子をつくりました。また、本年
度は「立教キャンプ」参加者やこれか
ら参加しようと思っている学生たちを
集め、自分たちの体験や今の気持ちを
わかちあうプログラムを行い、約70名
の学生、教職員が集まりました。この
プログラムも学生たちが中心となって
運営してもらいました。
　このように「立教キャンプ」で得た
体験を、学生が自分だけの思い出にと
どめるのではなくて、自らの学生生活
に還元していくことを、学生部では他
の部署と協力しながら促進しています。

　そういう仕掛けをするという

のは、学生部としても相当のエネルギ
ーが必要なわけでしょう。その辺の悩
みはどうですか。

　できるかぎり学生たちの主体
性を尊重したいのですが、その一方で
大学側にもやってほしいことや譲れな
いことがあります。こちらから言い過
ぎてしまってもよくないし、かといっ
て、何も言わないと「楽しく盛り上が
ろう」で終わってしまう可能性もあっ
たりするので、大学側の期待と彼らの
希望をうまくミックスさせながら、学
生たちの力を引き出すにはどうしたら
いいだろう、と毎回苦労しています。

　メディアセンターにはICTの
能力が高い学生がたくさんいて、相当
程度の仕事をされているという話を聞
いたことがあります。

　そうですね。数年前までは理
学部の学生や大学院生も多く、非常に
ICTスキルの高い学生がたくさんいま
した。最近はノートパソコンの貸出し
業務もメディアセンターの学生スタッ
フが対応しており、総勢70人ほどにな
るので、全員のICTスキルが高いという
状況ではないかも知れません。メディ
アセンターとしては、一定レベルのICT
スキルを持ち、他人をサポートするこ
とに意欲がある学生を採用しています。
先ほど田村さんも、職員に余力がない
とお話しされていましたが、メディア
センターも学生スタッフが70人にもな
ってしまうと職員では管理しきれない
ので、今は業務委託の方に管理をお願
いしている状態です。学生スタッフ募
集への応募人数も多いので１次面接は
学生スタッフが行い、学生視点で採用
にかかわってもらっているというとこ
ろがありますね。
　採用後は先生からの問い合わせや学
生からの素朴な質問など、いろいろな
レベルの対応が必要になるため、基本
的には上級生が下級生を指導する体制
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になっていますが、最近は自主的な勉
強会も開催しているようです。トラブ
ル事例や問い合わせへの回答方法や対
応方法を情報共有しているのを見て、
感心しています。

　自主性が育っているという感
じですね。今、ピア・サポートという
かたちでいくつかお話をいただいたん
ですが、ここはとくに聞いておきたい
というような点はありますか。

　ピア・サポートに関しては、
メディアセンターのノートパソコンの
貸出窓口では、技術的な対応もしてほ
しいと思います。単にノートブックの
貸出サービスをしているのではなくて、
技術的なサポートもしていますよとい
うところを言えるようなレベルを要求
したいという思いはあります。

　学生スタッフの全員が高度な
技術レベルを有しているわけではあり
ません。ただ、みなさん、質問された
ときに答えられないのが辛いと感じた
みたいで、それもあって今、自主的な
勉強会が始まっているので、もう少し
待っていただくと、技術的な対応もで
きるようになるのではないでしょうか。

　学生は、失敗して、「しまった、
やらなきゃ」となりますよね。履修ナ
ビが、利用者からすごく好評だという
のは、自分で厚い履修要項を見て、自
分だけではわからなくて、「助けて」と
いって助けてもらう。それで「ああ、
よかった」となりますよね。そういう
意味では、さっき学生部の伊藤さんの
ところで、「知識の修得から入ってもい
いし、体験から入ってもいい」とおっ
しゃった。一方で小圷さんからは、「ニ
ーズがないのではないか」という話が
あった。「しまった」とか、「駄目だ」
という体験があって、「助けて」となっ
てからの支援というのはすっと入って
いきますよね。そういう支援のタイミ
ングというのはやはり大事だと思うん

ですけれども、いかがでしょうか。学
生が失敗するのを待っているわけにも
いかないと思うんですが。それぞれの
支援プログラムのタイミングというこ
とに対して、お考えになっていること
があればお願いします。

　私は入学する前後とオリエン
テーション期間後がポイントになると
考えています。まず、入学前後につい
てですが、これは「新入生キャンプin清
里」と「新入生１DAYプログラム」が
大きな役割を果たしていると思います。
入学前、新入生の多くは大学生活をイ
メージできずに漠然とした不安を持っ
ていますが、学生アドバイザーが話を
聞いてくれるだけでもだいぶ不安は軽
減されるのではないでしょうか。実際、
参加した新入生のアンケートを見ても、
学生アドバイザーへの感謝の言葉が非
常に多いですね。
　ただ、両プログラムの参加者は合計
しても250 ～ 300名程度で、それ以上の
受け入れは現状では困難です。その他
の学生に対してどういう支援が可能だ
ろうかという悩みは、正直なところあ
りますね。
　次にオリエンテーション期間後につ
いて述べます。オリエンテーション期
間は４月10日前後まで続きますが、そ
の間に全員が大学に適応する一歩を踏
み出せるわけではなく、友達ができな
いと悩んだり、大学の勉強が自分や社
会にとってどういう意味を持つかがわ
からずモチベーションが上がらない学
生も少なからずいると思います。です
ので、上級生が相談に乗るようなプロ
グラムを５月や６月にもう一度できた
らいいなと感じています。

　そのようなプログラムは、あ
まりないですよね。それは支援する側
のパワーとか、条件が大きいわけです
か。

　４月のオリエンテーション期
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間は様々なプログラムやガイダンスが
目白押しです。学生たちも大変だと思
いますが、運営する私たちもこれらの
行事を運営するのに大変なエネルギー
を使っています。ですので、何かした
いと感じていながらも、なかなかオリ
エンテーション期間後のことまで手が
回らない、というのが正直なところで
す。

　そういう意味では、５月、６
月は大事ですよね。図書館での授業内
情報検索講習会や活用講座というのは、
どの時期が多いんですか。

　授業内情報検索講習会は年度
初めが多いですね。レベル１とレベル
２に分けていて、レベル１は図書館の
基礎的な使い方で、レベル２は、それ
を習得した方がより深いレベルで情報
検索について学ぶというように分けて
いるんです。学部１年生については、
年度の初めはレベル１の実施だけにさ
せていただくようお願いをしています。
大学での学習をまだ始めていない学生
に高度なデータベースの使い方を教え
ても機能しないので、昨年度からレベ
ル分けによる方式に変えています。

　さっきのレポートの話です。
一つのタイミングは３年の後半から４
年生、学生は卒業論文を書く時期にな
って慌てますよね。ちょうど就職活動
にかかってしまう時期だという難しさ
もあるのですが。

　卒論で慌ててラーニングアド
バイザーのところへ来る学生もいます。
ゼミに入っているけれど、そもそも論
文の書き方というのを習ったことがな
い、どういう体裁で書いたらいいか分
からないという質問も多いですね。レ
ポート作成のいろはみたいなところが
まず抜けてしまっている学生がいるの
かなと感じています。
　授業内情報検索講習会は、年間122回
の開催で、4,500人の受講者がいるんで

すが、実際に学部生の年間図書貸出冊
数は平均約７冊なんです。学部によっ
ては約４冊です。なぜ学生が本を使わ
ない、もちろん情報は本だけではなく
てインター
ネットもあ
る ん で す
が、使われ
ないという
のは、やは
り情報を集
める必然性
を授業の中
で生み出し
ていないの
ではないか
という思い
があります。
　それはなぜなのか、おそらく先生方
が授業をしっかり行っていて、丁寧なレ
ジュメを用意していて、レジュメの他、
必要な情報が全てメディアセンターの
協力でネットにアップされていて、学
生はそれを頼りに丁寧にまじめに授業
に参加すれば、よい成績がとれるとい
う形になっている。それはそれで決し
て悪くはないんですが、いざ就職活動
の時にエントリーシートが書けない、
自分で情報を集めて分析して自分で何
かを発信していくという能力が足りな
くなっている原因のひとつとなってし
まっているのではないかと考えていま
す。
　昔の大学の授業というのは、先生方
はそんなに丁寧ではなくて、自分でや
りなさいというところが結構あったと
思うんですが、今の時代はなかなかそ
ういうわけにいかないので、手取り足
取り過ぎるのではないのかと思ってい
ます。もっと自分で行動するような形
態の授業がつくられるべきではないか
と思っています。

　いま、小圷さんが言われたこ
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とは非常に重要なので、あとでもう一
回取り上げたいと思います。支援の時
期、同じエネルギーをかけるのなら一
番効率的な時期にというのがあると思
うんですよね。何かアイデアはありま
すか。例えば、入学前後も確かに大事
だけれども、そこのエネルギーを、や
るプログラムを削って５月末にやるこ
とだってアイデアとしてあるわけです
よね。

　新入生は４月にすごく詰め込
まれます。例えば、分厚い履修要項を
隅から隅まで理解するのはなかなか難
しいので、履修ガイダンスで約２時間
話を聞くわけです。ところが２時間話
を聞いてもなかなか理解できず、さら
にオリエンテーション期間にいろいろ
なことを一気にやるわけです。だから、
受け入れ可能な容量を超えてしまって
いる状態です。少し時期をずらすとい
うのも、ありなのかなと思います。

　私が以前オリエンテーション
委員会を担当していた時に、オリエン
テーション期間を６月ぐらいまで広げ
て考えてみたらたらどうかという提案
をしたことがあります。ただ、入学当
初にやりたいことも、たくさんあるん
ですよね。

　図書館は新入生オリエンテー
ションプログラムから撤退しました。
なぜなら、詰め込み過ぎであるし、授
業も受けていない学生に図書館といっ
ても、今まで自分が経験していた図書
館と大学の図書館では性格が違うこと
もあり、授業開始後の必要性が出てき
た段階で行えばいいということで、図
書館としては、オリエンテーション期
間は新入生に少し余裕を持たせてあげ
た方がよいということで決断をしまし
た。

　そうですね。さっき職員の方々
のほうも、そこでいっぱいいっぱいに
なってしまうというのもあったけど、

学生もそこでいっぱいいっぱいになっ
てしまっていますね。しかも、４月、
５月は上級生に対するサービスはほと
んどなく、１年生だけに集中してしま
っています。それはそれで大事ですが、
どこで学生が困っているのかというと
ころを考えた仕掛けもあるといいかな
という気がしています。

　デジタルネイティブと言われ
ている現在の学生たちは、インターネ
ットや携帯電話で気軽にいろいろなこ
とを調べることはできると思うので、
何か分からなかったとき、つまずいた
ときに、その場ですぐ対応できるよう
にしてあげたいと、メディアセンター
は思っています。ですので、あまりタ
イミングということについては考えて
いません。いつでも、どこでも、どこ
からでも調べられる、サポートが受け
られるような体制を目指しています。

どこまで支援をするか－線引きの難しさ－

　それは逆に言うと、どこかを
決めるのではなくて、困ったタイミン
グで対応できるということだから、究
極のタイミングでのサポートかもしれ
ないですね。少し話を進めます。さっ
き小圷さんが言われたところで、学生
支援をするときに、「ちょっと授業が丁
寧すぎるんじゃないか」という話があ
りましたよね。実は私は地域スポーツ
の指導を長いことやってるんですが、
指導者講習会ではいつも「教えすぎて
はいけない」と言われています。「ヒン
トは与えるけれども、答えは自分で考
えさせなさい」とよく言われるんです
よ。そういう意味で、授業をやるときも、
できるだけ、あまり親切なレジュメを
つくらないし、サイバーラーニングも
あまり利用しない。こんなことを言う
と怒られてしまうかもしれないけど。
授業ではどんどん話す。話したことは
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書くんだよと。板書も親切にはやらな
いよということを言っていて、そうい
う授業をしています。ただ、学生に理
解してもらうためにはどういう授業の
やり方がいいのか、これは常に悩みど
ころなんです。「親切すぎるかどうか」
ということに関連して、お話を伺って
いると、やっぱり立教の職員はものす
ごくまじめで、熱意もあって、能力も
あるなあ、と感じます。いろいろなこ
とを学生にやってあげたいというのが
あって、もしかすると、親切過ぎると
いうか、教え過ぎるというのか。授業
だけではなくて、支援プログラムの中
でもそういうこともあるのかなと。授
業の話から方向転換したようで申し訳
ないけれども、とくに学生部なんかた
くさんのプログラムをやっていらっし
ゃる。さっきも、「言い過ぎてもよくな
い」という話を伊藤さんはされました
が。

　私は「対人コミュニケーショ
ン」「クリエイティブ・コミュニケーシ
ョン」といったコミュニケーション能
力の向上を目的とした授業やプログラ
ム、学生アドバイザーの育成などを担
当していますが、いずれもラボラトリ
ー・メソッドによる体験学習を基本に
しています。これは、誰かが教えるの
ではなくて、実習で参加者たちが体験
したことから、自分自身で気づき、考え、
学んでいくものです。ですので、学生
の主体的な参加を阻害してしまうよう
な「甘やかし」はしないように心がけ
ています。
　それと「新入生キャンプin清里」や「新
入生１DAYプログラム」の学生アドバ
イザーには、参加する新入生をお客様
扱いして、何でもやってあげるという
姿勢では臨まないでほしい、新入生と
はいえ彼らに主体的に行動できるよう
に促進するのが、学生アドバイザーの
役割なんだよ、と繰り返し言い続けて

います。
　あと私は登山をするクラブ・サーク
ルの指導を担当しています。現在、８
団体あるのですが、各団体のリーダー
たちが集まって「山岳関係団体リーダ
ー連絡会」を組織して、下級生への研
修プログラムなどを運営しています。
やはりここでも、学生たちには私たち
職員の指示を待つのではなく、主体的
に行動するように指導しています。
　授業やプログラムでも、クラブ・サ
ークルでもこういうスタンスで接して
いると、学生たちは私たちの期待にち
ゃんと応えてくれますし、逆に彼らか
ら教えてもらうこともたくさんありま
すね。そうした姿を見ていると、彼ら
には「自分で考え、決断し、行動する力」
やその力を駆使して「自ら成長してい
く力」があ
るんだなと
実感します。
また、彼ら
を甘やかし、
これらの力
を発揮でき
なくさせる
のではなく、
もっと引き
出せるよう
な支援をし
たいと思い
ますね。
　しかし、そもそもこういう授業やプ
ログラムがあることや、クラブ・サー
クル活動を積極的に支援すること自体
が甘やかしだと言われてしまうと困っ
てしまいますね。そういう意見も理解
はできます。でも、それをあえてやる
のが本学らしさかなとも思います。ま
た、家庭や地域が持つ教育力の弱体化
や部活動等を通した集団体験の不足な
どで、社会性が身についていなかった
り、自己肯定感が十分に育まれていな
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かったりと、大学生になる準備が整う
前に入学してくる学生が増えています。
そうした状況の中では、私たちの積極
的な関わりも必要なのではないでしょ
うか。いずれにせよ、非常に気持ちが
揺れますね。

　どこまで学生の自主性に任せ
て、どこまで支援というかたちでかか
わるのか。その線引きはなかなか迷う
ところですよね。さきほどのメディア
センターの話でも、「困ったときに支援
する」というのがありましたけれども、
そのあたりはどうですか。

　メディアセンターは、そうい
う意味では本当に困っている学生に対
してすごく丁寧に対応してあげたいと
思っている半面、基本的なことが普通
にできる学生に対しては、環境は完璧
に整備したから、あとは自分で考えて
自分で調べて取捨選択をして成長して
いってほしい、その過程で何か問題が
発生したり、メディアセンターから提
供しているものに不備があったときに
はすぐにサポートしますよという考え
方かなと個人的には思っています。

　なるほど。メディアセンター
の場合、学生は、自分でできるように
なりたいという意識をもっている。だ
から、その手助けということですよね。

　そうですね。
　立教はそういった対応がとて

も丁寧で、多様なプログラムを提供し
て、手間のかかることをやっていると
いうのは、学生にとっては恵まれたこ
とで、とてもよい取り組みを行ってい
ると私も思っています。
　また、元に戻ってしまいますが、立
教の学生の自習時間、復習時間が非常
に少ないというアンケート結果が出て
いますが、そういう中でも成績がとれ
ていて多様な学習支援のサービスを用
意してもそれらが生きてこないという
ところについては、言い過ぎかもしれ

ませんが、やはり授業の形態にも少し
問題があるのではないかと思います。

　いろんなことを事務部局で考
えるときに、一つは、マンパワーの壁
というのがある。それから、時間的な
壁というのもある。それから、言い方
は不適切かもしれないけれど、教員の
壁というのもあると思います。壁とい
うか、教員の意識が障害になっている
こともあるかもしれない。具体的に何
か感じていることがあれば、お話しい
ただけますか。

　壁、と感じたことはないです
ね。逆に、職員はもっと教員のことを
知らないといけないな、と感じていま
す。たとえば、「勉強についていけない
んです」と窓口に相談に来た学生に対
して、我々は「アカデミックアドバイ
ザーという制度があって、勉強の相談
に乗ってくれる教員が決まっているか
ら相談にいきなさい」とか「オフィス
アワーという制度があるから研究室に
行ってみなさい」といった対応をしま
す。でも、その後学生と教員がどうい
ったやりとりをしたのか、教員が学生
に対してどんなアドバイスをしたのか
分からないんです。

　会えたかどうかも分からない
と。

　はい。ノートの取り方などを
指導しているのかなと想像はするんで
すが、実態はわからない。勉強を教え
るのは教員ですし、我々職員が学習支
援として学生たちにやってあげられる
ことは何なのかなと。

　事務部局の方は、学生と教員
がどういうやり取りをしているのか、
全然分からないというのが、そういう
意味では一つの壁ではありますよね。

　新座キャンパスのほうが、そ
の辺はもう少し教員と職員の交流があ
るという感じです。私は池袋の教務事
務センターにもいたので、池袋の様子
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も知っているつもりですが、新座にき
て感じたのは教職員の距離の近さです。
先生方が教務のオフィスに自然に入っ
てくるし、私たち教務課員も講師控室
に頻繁に顔を出しては「先生、○○く
んはどうしていますか」とか、そうい
う感じの交流が、キャンパスのサイズ
のおかげで成り立っているんです。

　キャンパスのサイズの問題も
あるし、そういう建物の物理的な仕掛
けというのも、大切なのかもしれない
ですね。キャンパスのゾーニングを考
えるときに、教員と職員が協働して学
生を育てていくという視点も大事かも
しれないですね。そういう新座の経験
を池袋にも伝えていただけるといいの
かなと思います。
　たとえば、PCのスペースの話があり
ました。小圷さんは京都出張からお帰
りになったばかりですが、同志社大学
にはそういう学生支援をするスペース
があると聞いています。教員とか職員
がどのようにかかわっていくのか、お
分かりですか。

　もちろん立教とも組織的には
変わらずに、学生部長や図書館長は教
員で、その部下は職員であるという点
では変わりませんが、教員部長が学生
の集まる場や学習支援スペースに大き
な関心を寄せているようでした。同志
社の寒梅館での取り組みで興味を持っ
たのは、今、新座キャンパスで動きが
あるような、図書館の中に学習支援ス
ペースをというだけではなく、学生が
集まる場にグループワークの場をつく
っている点にあります。学生の目につ
く場所に、それも教室的なスペースで
はなくて、学生がくつろげる多様なス
ペースを持っていて、ただ学習支援の
スペースだけというのではなくて、学
生が何か成果を発表できる場もあるん
です。もっと言うと、ピアノが置いて
あってピアノのコンサートができたり、

そういう学生が一番集まりやすい場に
個人やグループのための学習スペース
が設けられている。学習だけではなく
て、昨日集まっていた学生に話を聞い
たら、フリーペーパーをつくるために、
今みんなで集まって議論をしているん
ですという。片方の部屋では学習して
いるんだけれども、その隣ではフリー
ペーパーの打ち合わせをしている、そ
れも、予約制でもなく、空いていれば
どうぞご自由にお使いください、４時
間以内ですという形で、非常に自由に
使われている、われわれだったらたぶ
ん管理したがってしまうところが、か
なり自由に使われている。同志社大学
には初めて行ったのですが、同志社大
学のキャラクターというか、いろいろ
なことが自由だというところ、管理に
重きを置いていないというところで、
そういったことが機能しているところ
を面白く思いました。

　立教にも５号館のアイビーの
横のところとか、10号館のコモンゾー
ンみたいなところがありますよね。

　ああいう場もあるんですが、
もっとリラックスできる場も設えてい
る点で違いがあります。グループワー
クの部屋も完全にクローズドなものも
あれば、通路に面したところだけオー
プンになっているものがあり、多様な
空間が用意されていました。
　立教大学も、14号館の１階に、最初
は何もなかったようでしたが、新品で
はないようですが、椅子やテーブルを
集めたら、あそこでグループワークが
芽生えているんですね。そういった場
を大学としてもう少し計画的に用意し
てあげる。７号館のＢ棟が今どう機能
しているのか、ここもそのような機能
を目指して教務部と学生部とで考えて
つくったんでしょうけれども、どう機
能していて、学生はどう認識している
のかというところを逆に聞きたいです。
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あとは、新座キャンパスでは、図書館
はそういったスペースをつくろうと思
っていたんですが、学部からもそうい
ったものをつくる考えがあり、現在共
同で何かをやっていくという動きは見
えているのですが、同志社大学におい
ては、そういったところが成功してい
る事例として見ることができました。

　７号館については、柏原さん
にご説明をお願いします。

　７号館Ｂ棟は、１、２限、曜
日によっては３限までは英語ディスカ
ッションの授業で使用しています。そ
れ以降は基本的に空き教室ですが、サ
ブゼミとか正課に関するものであれば
教務事務センター、正課外に関するも
のであれば学生部が窓口になって貸出
を行っています。その際の条件は他の
空き教室と同じですね。

　では、小圷さんの言われたよ
うな、自由に空いていればどうぞとい
うことではないんですね。少なくとも、
形式的には。

　そういった話があったという
のは聞いたことがありますが、少なく
とも今年度はそういった運用の仕方で
はなかったです。

　新座の新しいところはどうで
すか。

　新座では、これから検討を始
めるというところなので、まだ決まっ
たことは何もないんですけれども、ア
イデアとしては、サブゼミみたいな感
じで議論したり、調べものをしたり、
資料をみんなでつくったり、そういう
ようなことができる小グループ用のブ
ースが複数あって、その小さなスペー
スから出てきたところにはもっと人数
が集まることもできる広いスペースが
あり、そこにはプレゼンの練習ができ
るような機材がちゃんとそろっていた
らどうかな、というような意見があり
ます。図書館だと飲食禁止だと思うん

ですけれども、そういうことも許され
ているような空間、そして閉鎖的でな
い、例えばガラス張りのブースのよう
な空間にするというイメージです。
　新座キャンパスの卒業生を対象にし
たアンケートで、身につけたかったこ
とは何かという質問項目の回答に「プ
レゼン能力」というものがありました。
新座キャンパスの３学部は演習が必修
かそれに近いような科目になっていま
すが、社会に出たときにプレゼン能力
をもっと身につけておきたかったとい
うデータが出ていて、先生方にそのあ
たりを聞いてみると、グループでまと
めて発表をというときに、メンバーで
集まって勉強したり、発表の練習をし
たりできるような場所があまりないの
で、結局、誰かが一人で作ったパワー
ポイントを見せて発表して終わり、み
たいなことは確かによくあるね、とい
う話がありました。ですから、まずは
そういうようなことができるスペース
を提供すること、そしてその次に必要
なこととしては、そのような場所があ
っても思ったような使われ方をしない
ということにならないように、例えば
図書館がやっているラーニングアドバ
イザーとか、そういった今あるソフト
をうまくからませて使えるといいのか
なと思っています。新しい学習支援ス
ペースは６号館１階の図書館と内部階
段でつながった２階にできるので、配
置としてもそういったことがやりやす
いと思います。池袋のモデルにしても
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らえるようなものをつくれたらいいな
と思っています。

　そういった意味では、昨日見
てきた同志社大学の寒梅館というのは、
かなり自由に使わせているので、果た
してみんな学習の空間として使ってい
るのかといったら、試験期はもう誰も
しゃべらずに使っているし、そうでな
い時期は、もう少しゆるいようになっ
ているそうです。同志社大学と立教大
学のレベル差がどれぐらいあるか分か
らないですが、立教大学においても学
生の自主性を信じ、あとはその場の設
定、その場のあり方みたいなものを見
せてあげれば、なんとか機能するので
はないかと思います。

　現在メディアセンターから、
学生が自由に使えるパソコンを常設し
ているラーニングスペースを提供して
います。パソコン教室を自習室として
開放する際は私語が禁止になっている
ので、ディスカッションなどをしなが
らパソコンを使いたい学生がこのラー
ニングスペースで、複数人で討議した
り、プレゼンの練習をしたりしている
のを見かけます。ラーニングスペース
はオープンスペースなので、この様に
本来の使い方から大きく外れた利用方
法はされないのかもしれないですけど、
自由に使っていい場所として与えられ
れば、同志社大学の学生だけではなく
て、立教大学の学生も管理しなくても
きちんとした使い方ができると思いま
す。

「継承」の難しさ

　やっぱりある程度クローズな
ところだと管理しなくてはいけないと
か、やっぱり管理責任という問題もあ
りますよね。みんなから見えるところ
でやると、学生同士でなんとなく管理
し合うようになるのかなとも思います。

そういう「つくり」や管理の仕方は、
もしかすると教員や職員と学生との関
係を反映しているのかなと。新座キャ
ンパスの学生支援スペース、楽しみに
しています。
　ぜひ私が伺っておきたいことが１つ
あります。今日お集まりいただいた５
名の方の話を聞いていても、本当に皆
さん熱心にやっていらっしゃる。私は
教員になってここに来てもう十数年で、
学生のときから含めるともう30年にな
るのですけれども、職員の方も相当な
責任感を持って自分でいろいろなこと
を背負って頑張っておられる。ただ、
そういう一つ一つのプログラムが、そ
れぞれの部局の職員の方の能力や資質
に相当程度依存しているという側面も
あるように感じているんです。職場の
中でどのように支援を継承していくの
か、同じレベルの支援を長期にわたっ
てできるのか、あるいは、改善してい
く仕事を長期にわたってできるのか。
こういうのは、やっぱり各部署でのテ
ーマとしてあり得ますよね。

　マニュアルや研修制度を整え
て、細かいところまで業務継承をする
ことも大切ですが、むしろビジョンと
いうか、大学もしくはその部署が何を
目指しているのかを示し続けることが
重要かな、と。結局我々職員には人事
異動があるわけで、プログラムに携わ
る人は変わらざるを得ないし、入学し
てくる学生の気質も変わってくる。な
ので、業務そのものはどんどん変わっ
ていくべきだと思っています。ただそ
こにはやはり、ビジョンのようなもの
がないと、立教としての良さが失われ
ていってしまうと思います。

　プログラムの継承より、ビジ
ョンの継承のほうがより難しいかもし
れないですよね。

　図書館は、事務部局ではある
んですが、学習支援という点では教育
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にも少しかかわっていて、学習支援の
コンテンツづくりとかいうことも含め、
実際に指導にあたるというところにな
ると、学部卒の職員では十分ではない
ということもあります。大学院である
程度、研究に関わったというレベルの
人でないとやっていけないというとこ
ろまで来てしまったような気がします。
図書館はそういった人を育てるのか、
そうした能力を持った人を採用するの
か、もしくはそういった人を外部委託
していくのか、または、それらを組み
合わせ、今後の学習支援体制に備える
必要があります。

　図書館ではそういう特殊なス
キルが必要だと。もちろんメディアセ
ンターでも独自のスキルが必要だとい
うのは同じですよね。そうしたスキル
の継承とともに、さっき言われたスピ
リッツの継承というのかな。それは言
葉だけで伝えきれるものでもないです
よね。立教らしい支援というのはこう
いうものだと。そのあたりの意識を職
場の中で育てていくということは、や
っぱ考えられるわけでしょう。

　そうです。それはミッション
だと思います。では、図書館において
は何なのかといったら、学生の情報リ
テラシー獲得支援だと考えています。
学生が情報リテラシー、情報の使い方
というものをいかに持つのかというと
ころをどうやって支援していこうかと
いうことを、図書館の中で確認し合う
必要があるのだと思います。

　メディアセンターではどうで
すか。

　専門的な知識・スキルが必要
になる部分もあるので、現在は中途採
用の経験者しかメディアセンターには
いませんが、個人的には、他部署の方
がメディアセンターに異動されても、
特に学習支援という部分では業務を継
承していくことは可能だと思っていま

す。
　それはなぜかというと、技術的な面
は業務委託の方達がサポートしてくれ
ますし、専門的な知識・業務知識の新
たな習得はどこの部署に異動になって
も必要になってくるのと同じだと思っ
ているからです。また、立教大学のメ
ディアセンター員として常に学生の視
点、教員の視点を忘れずに、学生が何
を求めているのか、教員が何を求めて
いるのかを考えることをよく上司に言
われるんですが、こう言ったビジョン
に対してどういう方向性でやっていく
んだというのがあれば、やっていける
のではないかなと思っています。

　学生部ではどうですか。
　皆さんのお話を聞いていて、

学生部は異質かなと感じていました。
課外活動支援業務や奨学金業務につい
ては、皆さんがおっしゃったことと同
じことが言えると思います。しかし、
コミュニケーション関係のプログラム
でトレーナーを務めるとか、学生アド
バイザーを育成するといった場合、知
識や技術だけでなく、その人の人間性
も問われてきます。こういう類の業務
はコミットできる人とできない人がで
てきてしまうので、コミットできそう
な人材をいかにして発見し、育成して
いくかを考えなければならないですね。

　１つのことを２人でやると継
承しやすいけれども、１人が抱え込ま
ざるを得ないような人員配置になると、
他の人がやっていることが見えなくな
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るというのはよくある話ですよね。で
も、伊藤さんの今の話を聞いていると、
大丈夫なのかなという気もします。ど
うなんでしょう、この人がいなくなっ
たらとても保てないということはあり
ませんか。

　正直に言うと、私の上に２人、
長年メディアセンターを支えてくれて
いた方がいて、１年ごとに他部署に異
動してしまいました。その２人は本当
にいろいろなことをやってくださって
いたんだなということを、今ひしひし
と感じて、つらいなと思う部分はあり
ますね。その分、人がもっとたくさん
いてくれるといいなと、そちらの問題
になる気はするんですけど。

　メディアセンターから図書館
に異動してきた人が一人います。

　そうですね。
　非常に大きな力になっていま

す。たった一人の人材が図書館の情報
環境などを整えてくれました。図書館
にいるスタッフにはそういう能力が必
ずしもあるわけではないので、専門能
力のある方が入ったことで、図書館の
ICT環境の推進に大きな力となってい
ます。そういう意味では、本当に人の
力というのは非常に大きい。

　そういう意味では、異動はす
ごく大事ですよね。それでそれぞれの
部署がよくなる一方で、特定の人にあ
まりいろいろなものがくっついちゃう
と、それはそれで難しい面も出てくる。
いいことを沢山やることは大事なんだ
けど、それを安定して継続的にできる
ようなことを、一方で考えなければい
けない。
　それでは、さらに何かここで聞いて
おきたいこと、言っておきたいことは
ありますか。

　先ほどはスペースの話でした
が、あとは機材ですね。例えば学生の
コピーセンター、それは試験期のノー

トコピーのためのものではありません
が、そういったコピーセンターとか、
あとはプレゼン用の大型プリンタを使
えるといったファシリティの部分を全
学をあげて考えたいと思います

　難しいですね。どこに置くか
というスペースの問題もありますよね。

　学内にコピー機を増やすため
に、他部局に相談に行ったときには、「街
にいっぱいあるんだからいいじゃない」
と言われたことがあります。その通り
なのですが、昨日の同志社大学にもや
はりコピーセンターがありました。

　各部署で様々な取り組みをし
て、いざ、学生が勉強しようという気
持ちになったときに、さきほど小圷さ
んが言っていたこととつながると思い
ますが、学習する場所の提供が出来な
いという、スペースの問題も発生して
いると思います。
　また、様々な支援を検討・提供はし
ていますが、本当にそれは学生が求め
ている内容なのかどうかというのがす
ごく分かりづらいなと思っています。
さきほど田村さんが卒業生にアンケー
トをとって学生の要望が分かったと仰
っていましたが、実際に学習支援をさ
れる側である学生が何を求めているの
かを大学主体で調査していくと支援内
容が学生のニーズに応えたものになっ
ていけるのではないかと思います。

　図書館の講習会では、先生方
にも、学生にもアンケートをしている
んですが、だいたいそういうアンケー
トはみんな「よかった」という回答し
かなく、効果の測定が難しいのです。
それが、例えば、OPACの検索だけや
っているわけではないですが、そうい
う講習会をやって、立教大学の平均貸
出冊数が年間７冊という結果で成果が
あったのかというと、あったのかどう
なのか考えてしまいます。図書館とし
ては、年間120回の講習をやっていく負
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担はとても大きいです。あとは、本当
はもう少し先生方ともコミュニケーシ
ョンをしていかなければいけないので
しょうけれども、それがなかなかでき
ていません。もちろん深く話す先生も
何人かはいるんですけれども、本当に
一部です。そういったコミュニケーシ
ョンをもっと深めていかなければと思
います。

　私も反省することがいっぱい
あります。情報検索講習会をやってい
ただいたけれども、１年たつと学生は
忘れているんですね。

　入職10年目の職員対象のレポ
ート研修というものがあるんですが、
そこへも図書館から派遣されて、大学
運営にかかわる資料紹介、情報検索、
レポート作成、著作権理解の講習を行
っています。最初に「OPACの使い方
を知っている人、使っている人」と聞
いたら、誰も手が挙がらなかったです
ね。つまり、図書館情報を誰も使って
いないということです。図書館には大
学経営や大学職員にかかわるような資
料が多数あるのですが、残念ながらそ
ういうものが全く使われていない。一
般的な読み物の利用以外の使い方とし
ての図書館を使う文化が日本にはあま
り根づいていないのかなと感じていま
す。図書館はそういうところから進め
ていかないといけないのかなとも思っ
ています。

　話が授業の方に向かいました
が、教員との関係というところではど
うでしょう。

　教員と職員の協働という点で
は、事務部局提案の全カリ総合科目が
例として挙げられます。学生部でも「自
己理解・他者理解」「対人コミュニケー
ション」を行っていますが、ボランテ
ィアセンターの活動はとても参考にな
ると思います。全カリ総合科目で「ボ
ランティアアクティビティ」「点字から

考える人権」「手話と人権を考える」を
展開し、その後のさらなるステップア
ップの場、実践の場として「点字中級
講座」や「実践！バリアフリー講座」
を正課外教育プログラムとして実施し
ています。これは正課・正課外が有機
的に結びつきつつ、基礎的スキルの習
得から応用、活用までの段階的な機会
を提供している成功例のひとつだと思
います。さらに本年度からは手話が言
語教育科目に加わるという全国でも稀
な展開も見せており、教員と職員の協
働の一つの方向性を示すものといえる
のではないでしょうか。

　今のいろいろな話を伺ってい
て、学生とすべての授業がどうかかわ
るかというのと、教員とどうかかわる
かという時に、先ほど小圷さんが言わ
れたように、授業の中でこのようにや
ってほしい、あるいは、教員がなかな
かいろいろな支援プログラムについて
知らないし、だから学生にもうまく伝
わらないという面がある。一方で、教
員の立場からいえば、実は、授業の中
でいろいろな工夫をしていて、昔の大
学の講義と比べて相当程度変わってき
ているけれどもそうしたことを必ずし
も職員の方が知っているわけではない。
教員と職員の間のコミュニケーション
も大切だと思うんですね。
　当たり前の話になりますが、やはり
先ほど職員の間での情報交換という話
があったけれども、教員と職員との間
ではさらになかなかそういうチャンネ
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いてきました。一つは、やはり立教ら
しい支援ということ。自主性を育てる
とか、自立を支援するという目標はど
の大学でも同じだけれども、それに対
するアプローチは大学それぞれに違っ
て、立教は立教らしいアプローチを皆
さん模索しているのだと。そういう中
で、やはりそれぞれの部局で「立教ら
しい支援」の根本のところを継承して
いって、形は変わってもいいから、ス
ピリットにふさわしい支援をしていく
ということもよく分かりました。今日
の座談会は大学教育研究フォーラムの
ための企画でしたが、このような情報
交換の場が継続的にあるといいですね。
それでは、最後にもうひと言、何かあ
ればご発言ください。

　皆さんの部署でも学生たちの
力を活用されていますが、なかなか彼
らを育成する余力がないとおっしゃっ
ていました。学生たちにコミュニケー
ションの研修を受けさせたいと思われ
る場合は、ぜひ学生部のプログラムに
参加するように勧めてください。また、
皆さんの部署で行っている学生向けの
研修に学生部職員が出張し、協力する、
といったこともできるのではないかと
考えています。そうして私たちが持っ
ているスキルを他の部署にも活用して
いけたらいいなと思っていますので、
ぜひご検討ください。

　図書館の窓口スタッフ、私も
行きましたけれども、救命救急講習会
ではお世話になりました。

　それでは、そろそろ時間にな
りましたので、座談会を終了したいと
思います。本日は貴重なお話をありが
とうございました。

　ありがとうございました。

ルがない。オフィシャルな場だけでは
なくて、先ほど言われたように、教務
課に教員がどんどん入っていって「ど
う？」と。そういういろいろな場面で
の情報交換は、学生を支援する意味で
も必要。特に立教みたいにいろいろな
支援を丁寧にやろうとしているところ
では、やはり大事なのかなと思います。
　さきほど小圷さんからT.A.の話があ
りました。授業のやり方で言うと、教
員が全部負ってしまっているから、レ
ポートの採点も大変だ。とにかく100人
のレポートを集めたら、１週間、２週
間ではとても返せない。それはT.A.を
うまく活用できれば、レポートの課し
方もずいぶん変わってくる。図書館も
もっと使われるようになりますよね。

　そうですね。図書館で提案さ
せていただいた全カリの授業運営の手
伝いをしていたことがあるんですが、
T.A.の方が授業に付いているものの、
出席をなんとなくとっているんだか、
とっていないんだか分からない。ペー
パーをそのまま配るだけ。全く訓練で
きていなくて、学生の席への案内すら
も充分にできていない。彼らは何のた
めにいるのかなとすごく疑問に思いま
した。逆にT.A.を授業運営の枠組み、
例えば、提出されたレポートにコメン
トをつけるといったことをしてもらう、
教員一人で100名分のレポートを読み、
コメントをつけるのは難しく、そうい
ったところでT.A.が活用されればと思
っています。
　早稲田大学では、大学院生向けの授
業に、アカデミックスキルにかかわる
授業があって、そういう授業を受けた
方がライティングセンターで指導にあ
たっています。そういったものを参考
にしながら、T.A.の育成を行い、本当
の意味での授業協力が行われればと考
えています。

　そろそろ終わりの時間が近づ
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